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霜柱
■霜柱は、透明な氷の柱。地中の水が毛
細管現象で地表面にしみ出て柱状に凍っ
たもの。最近は見かけることが少なくな
りましたが、子どものころ、これをサク
サクと踏んで遊んだことを思い出します。
この霜柱、砂や砂利など土の粒と粒のす
き間が広いと水分が上がりづらいため、
できにくく、火山灰土などでよく見られ
るそうです。また、この霜柱ができると
天気がよくなるともいわれています。■
さて、霜はというと全く別なもの。こち
らは、冬の寒い朝、畑や芝の上などが真
っ白になっていたり、フロントガラスに
びっしりと氷が張り付いている、あれで
す。これは、もの（ガラスなど）の表面が
冷え、空気中の水蒸気がそれに触れ、凍
り付いたもの。霜は、朝になり、気温が
上がったり日が照ったり、また風をうけ
ただけでも消えてしまう、短い時間のイ
ベントです。
今月の表紙は竜王図書館前にある、北風にふかれる
ケヤキの木です。

甲斐市の人口　74,307人（＋35）

住民基本台帳人口72,899人（＋30） 男性36,440人（＋26） 女性36,459人（＋4）
世帯数27,735世帯（＋33） 外国人登録人口1,408人（＋5） （ ）内は前月比

（平成18年10月末現在）
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妹
と
祖
母
が
「
竜
王
駅
で
映
画
の
エ

キ
ス
ト
ラ
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
話
か
ら
探
し
始
め
た
映
画
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
「
続
　
何
処
へ
」
と
い
う

昭
和
42
年
封
切
り
の
も
の
。

実
際
に
ビ
デ
オ
を
手
に
入
れ
見
て
み

る
と
、
残
念
な
が
ら
２
人
が
登
場
し
て

い
た
シ
ー
ン
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
か
、

映
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
も
っ
と
価
値
あ
る
シ
ー
ン

が
こ
の
映
画
に
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
あ
の
こ
ろ
、
昭
和
41
年
の

甲
斐
市
内
の
風
景
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に

登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

何
と
い
っ
て
も
冒
頭
。
加
山
雄
三
扮

す
る
中
学
校
の
英
語
の
先
生
で
あ
る
主

人
公
が
東
京
か
ら
汽
車
で
向
か
う
先
は

「
竜
王
駅
」
で
あ
り
、
実
際
に
竜
王
駅
が

そ
の
ま
ま
登
場
し
て
い
る
（
駅
は
そ
の

後
、
何
回
か
登
場
す
る
）。
当
時
、
小

学
生
だ
っ
た
知
人
は
竜
王
駅
で
や
っ
て

い
る
ロ
ケ
の
話
を
聞
い
て
、
気
心
知
れ

た
友
人
を
誘
い
、「
自
転
車
で
と
ん
で

い
っ
た
」
と
熱
く
話
し
て
く
れ
た
。
そ

れ
ほ
ど
当
時
の
子
ど
も
た
ち
に
は
印
象

的
な
事
件
．
．

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

駅
前
は
左
写
真
の
様
に
、
大
勢
の
見

学
者
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
そ
の
様

子
は
、
現
在
東
宝
が
所
有
し
て
い
る
た

く
さ
ん
の
ロ
ケ
ス
ナ
ッ
プ
写
真
か
ら
も

う
か
が
え
る
。
カ
メ
ラ
が
向
い
て
い
な

い
方
向
に
は
こ
ん
な
感
じ
で
大
勢
の
人

た
ち
が
写
っ
て
い
る
の
だ
。

意
外
な
と
こ
ろ
で

見
つ
け
た
、

甲
斐
市
の
風
景
。

「
続
　
何
処
へ
」

竜王駅での撮影を駐車しているトラックの荷台から見学 C 1967 TOHO CO.,LTD

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。
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今
回
、
映
画
写
真
を
管
理
し
て
い
る

会
社
所
蔵
の
ス
ナ
ッ
プ
を
紹
介
し
て
い

る
が
、
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
も
っ
と

た
く
さ
ん
甲
斐
市
内
が
写
っ
て
い
る
。

映
画
で
は
、
竜
王
駅
で
下
車
で
き
ず
、

韮
崎
駅
か
ら
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
赴
任

先
に
向
か
う
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い

る
。
韮
崎
駅
か
ら
竜
王
方
面
に
向
か
う

設
定
だ
か
ら
、
バ
ス
は
塩
川
橋
を
渡
り
、

双
葉
地
区
の
旧
20
号
沿
い
の
風
景
が
続

く
。
そ
の
後
、
バ
ス
は
敷
島
地
区
の
湯

村
通
り
（
八
幡
神
社
も
確
認
で
き
る
）

や
旧
千
松
橋
を
走
っ
た
り
す
る
。

昭
和
36
年
上
映
の
「
用
心
棒
」
と
い
え

ば
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
日
本
映
画
の

代
表
作
品
だ
が
、
こ
の
映
画
の
ロ
ケ
も

甲
斐
市
内
で
行
わ
れ
て
い
た
。
冒
頭
の
、

三
船
敏
郎
扮
す
る
桑
畑
三
十
郎
と
名
の

る
主
人
公
が
桑
畑
の
道
を
歩
い
て
い
く

シ
ー
ン
。
ま
た
、
別
の
用
心
棒
が
金
を

持
っ
て
、
塀
を
乗
り
越
え
て
逃
げ
て
い

く
姿
を
２
階
か
ら
三
船
敏
郎
が
眺
め
て

い
る
シ
ー
ン
な
ど
だ
。

こ
の
撮
影
は
市
内
宇
津
谷
（
駒
沢
地

区
）
で
行
わ
れ
た
。
当
時
、
ロ
ケ
隊
の

手
伝
い
を
し
た
柳
本
源
輝
さ
ん
、
箭
本

正
人
さ
ん
の
お
二
人
に
話
が
伺
え
た
。

当
時
の
区
長
か
ら
話
が
き
て
手
伝
い

う
こ
と
に
な
っ
た
５
、
６
人
の
中
の
２

人
。
柳
本
さ
ん
の
お
宅
の
庭
は
撮
影
資

材
置
き
場
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。

「
日
当
も
普
通
の
約
３
倍
ぐ
ら
い
く
れ

た
と
思
う
。
役
者
に
も
会
え
る
と
い
う

こ
と
で
喜
ん
で
行
っ
た
も
の
で
す
」
と

当
時
を
振
り
返
る
。

左
ペ
ー
ジ
の
写
真
を
見
て
、
い
ろ
い

ろ
思
い
出
し
て
く
れ
た
。

「
畑
の
中
に
２
階
屋
と
小
屋
と
木
塀

の
セ
ッ
ト
を
建
て
た
（
左
下
写
真
）。
新

し
い
材
木
を
ト
ー
チ
で
あ
ぶ
っ
て
、
ワ

イ
ヤ
ー
ブ
ラ
シ
で
こ
す
っ
て
古
く
見
え

る
よ
う
に
し
、
組
み
立
て
た
。
ま
た
、

向
こ
う
側
が
一
面
桑
畑
と
い
う
シ
ー
ン

に
す
る
た
め
、
田
ん
ぼ
だ
っ
た
と
こ
ろ

に
一
株
80
円
（
当
時
の
値
段：

編
集
者 １－５

C 1967 TOHO CO.,LTD

駅前広場は未舗装。南口
にある商店は当時の面影
を今も残している。竜王
駅は現在、来年度末の完
成を目指して橋上駅舎の
工事が進んでいる。この
映画には、別カットで桜
並木や模範社も写ってい
る。

現在は北側に新しく架け
替えられている千松橋。
甲府市千塚側の大きな木
は今でも残っている。

西町交差点でのスナッ
プ。現在は道路が拡幅さ
れ、当時の面影はもうな
い。

船形神社石鳥居で。当時鳥居
の位置は今より前にあった。

撮影風景の今昔（小さい写真が現在）

も
う
ひ
と
つ

あ
の「
用
心
棒
」

１

２

３

４

５

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。



今年の２月から５月にかけて、山梨県を中心
にロケが行われた作品があります。「幸福な食
卓」という映画です。市内でも何か所かで撮影
が行われました。また、エキストラとして、日
本航空学園の生徒をはじめ、長寿会会員などた
くさんの市民のみなさんに参加していただきま
した。いよいよこの映画が、１月27日（土）から
甲府市内の映画館など全国約150館で封切りと
なります。
甲斐市の風景をスクリーンの中で探してみて

ください。

注
）
で
買
っ
て
き
た
桑
を
植
え
付
け
た

り
し
た
」。
ま
た
、「
辻
で
の
シ
ー
ン
で

は
（
左
の
写
真
上
・
中
）
右
に
あ
っ
た
電

柱
を
隠
す
た
め
、
く
ぬ
ぎ
の
木
を
買
っ

て
き
て
、
電
柱
に
縛
り
付
け
て
隠
し
た

り
、
ぶ
ど
う
棚
も
撮
影
の
じ
ゃ
ま
に
な

る
と
取
り
壊
す
と
か
（
も
ち
ろ
ん
撮
影

後
に
は
修
復
し
た
が
）
ロ
ケ
隊
は
い
ろ

い
ろ
や
っ
た
」
と
も
。

二
人
と
も
撮
影
は
稲

刈
り
な
ど
も
終
わ
っ
て

い
た
の
で
晩
秋
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
箭

本
さ
ん
の
田
ん
ぼ
は
、

見
学
者
に
踏
ま
れ
て
固

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

積
ん
で
あ
っ
た
ワ
ラ
が
、
ば
ら
ば
ら
に

さ
れ
て
し
ま
い
閉
口
し
た
そ
う
だ
。

「
そ
の
後
、
敷
島
で
の
ロ
ケ
に
も
同
行

し
た
の
で
す
が
、
撮
影
隊
は
湯
村
温
泉

に
泊
ま
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
お
手
伝

い
の
私
た
ち
を
こ
こ
（
宇
津
谷
）
ま
で
大

型
バ
ス
で
迎
え
に
き
た
の
に
は
驚
い
た

ね
。
６
人
し
か
乗
ら
な
い
の
に
」

撮
影
は
敷
島
地
区
（
敷
島
台
か
ら
大

久
保
へ
の
道
）
で
も
行
わ
れ
た
。

映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
は
、

そ
の
時
を
写
し
込
み
、
記
録
と
し
て

後
世
に
残
っ
て
い
き
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
お
知
ら
せ

し
た
よ
う
に
、
映
画
な
ど
の
ロ
ケ
に

つ
い
て
積
極
的
に
誘
致
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
ロ
ケ
に
参

加
し
て
く
れ
る
人
を
募
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

秘
書
広
報
課

０
５
５
（
２
７
８
）
１

６
７
８

甲
斐
市
内
で
も
ロ
ケ
を
し
た
映
画

「
幸
福
な
食
卓
」。

１
月
か
ら
上
映
で
す
。

６ー９ C 1962 TOHO CO.,LTD

話を伺った柳本源輝さん
（左）と箭本正人さん

桑畑の道を歩いてきた主
人公。辻で立ち止まり、
落ちていた枝を空高く投
げ上げる。落ちた枝が指
した方向にまた歩き始め
る。印象的なシーンだ。 当時はまだ未舗装。カメラ

レールが引かれ撮影が行わ
れた。

C「幸福な食卓」ACCOSIATES

写真左下の桑畑は、田ん
ぼにみなさんが桑を植え
て作ったものだった。

９

６

７

８

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。

著作権の関係でインターネット上では

表示できません。
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年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
玉
幡
公

園
（kai

・
遊
・
パ
ー
ク
）
が
、
平

成
18
年
度
建
築
文
化
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
山
梨
県
な
ど
が
つ
く
る
山

梨
県
建
築
文
化
賞
推
進
協
議
会
が
選
定

す
る
も
の
で
、
昨
年
７
月
か
ら
今
年
８

月
の
間
に
完
成
し
た
建
物
が
対
象
。
応

募
総
数
１
２
９
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

し
た
。

今
回
、
総
合
屋
内
プ
ー
ル
は
、「
公
共

建
築
物
等
」
の
部
門
と
応
募
作
品
全
体
を

対
象
と
す
る
「
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
を

形
成
し
て
い
る
建
築
物
等
」
の
両
部
門
で

最
高
の
文
化
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

選
評
で
は
、
周
囲
の
美
し
い
山
々
を

眺
望
で
き
る
こ
の
場
所
の
特
性
を
生
か

す
た
め
、
ガ
ラ
ス
を
多
用
し
た
開
放
感

あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
る
点
。

ま
た
、
柱
や
梁は

り

に
天
然
素
材
で
あ
る
大

断
面
集
成
材
（
木
材
）
を
使
い
、
温
か
み

を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
・
中
・

小
の
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
３
種
類
の
骨

組
み
で
美
し
さ
を
追
求
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。ま

た
「
曲
面
で
構
成
さ
れ
た
屋
根
な

ど
に
よ
り
鳥
が
羽
ば
た
く
よ
う
に
見
え

る
建
物
は
公
園
施
設
と
一
体
と
な
り
地

域
に
ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
、
ま
ち
な
み

景
観
の
核
と
な
り
地
域
の
景
観
を
引
き

上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
」
と
も
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

敷
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
10
月
21

日
（
土
）、
普
門
館
（
東
京
都
杉
並
区
）

で
行
わ
れ
た
第
54
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
中
学
の
部
に
お
い
て
、
昨
年

に
引
き
続
き
２
年
連
続
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

当
日
は
課
題
曲
で
あ
る
「
架
空
の
伝
説

の
た
め
の
前
奏
曲
（
山
口
雅
弘
作
曲
）」

の
ほ
か
、
自
由
曲
と
し
て
「
ス
ペ
イ
ン
奇

想
曲
　
　
　
　
　
　
（
リ
ム
ス
キ
ー
・

コ
ル
サ
コ
フ
作

曲
）
」
を
演
奏
。

演
奏
終
了
後
に

は
観
客
席
か
ら

自
然
と
「
ブ
ラ
ボ

ー
」
の
声
が
上
が

る
ほ
ど
の
最
高

の
出
来
映
え
で

し
た
。

ま
た
、
10
月

29
日
（
土
）
に
は

双
葉
ふ
れ
あ
い

文
化
館
で
コ
ン

ク
ー
ル
出
場
報

告
コ
ン
サ
ー
ト

（
下
写
真
）
を
開

催
。
満
員
の
聴

衆
を
前
に
、
受

賞
曲
の
ほ
か
４

曲
を
披
露
し
ま

し
た
。 敷

島
中
吹
奏
楽
部

２
年
連
続
金
賞
受
賞

上
か
ら

・
玉
幡
公
園
総
合
屋
内
プ
ー
ル
外
観

・
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル

・
歩
行
用
プ
ー
ル

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ー
ル

今

玉
幡
公
園
総
合
屋
内
プ
ー
ル

山
梨
県
建
築
文
化
賞
を
受
賞
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11月号では重度の障害で歩行や外出ができない
人に認められる「郵便による不在者投票」について
お話しましたが、今月は入院中の病院や滞在地でで
きる不在者投票制度についてお知らせします。
病院等での不在者投票
病院や老人ホームなどに入院（所）中で、その施
設が不在者投票ができる施設として指定されてい
る場合、そこでの投票ができる制度です。
■不在者投票の指定施設
現在、県内では約150の病院や施設が、県の選挙
管理委員会から不在者投票ができる施設として指
定されています。入院（所）中の病院などが指定施
設かどうかは、施設の職員に確認してください。
なお、住民票を市外の老人ホームなどに異動した
場合は、その市町村の選挙人名簿に登録されてい
ますので、ご注意ください。
■指定施設での投票方法
その病院や施設の関係者に申し出てください。

病院や施設が、入院（所）中の方に代わって選挙管
理委員会に投票用紙を請求します。投票用紙が施
設に届いたら、施設の人の立会いのもとで投票を
行い、選挙管理委員会へ送り返されます。

滞在地での不在者投票
出張や旅行などで遠隔地に滞在中のため投票に
帰ることができないとき、その滞在先の市区町村
の選挙管理員会で投票できる制度です。
■滞在地投票の請求方法
あらかじめ、自分が登録されている選挙管理委
員会へ不在者投票の請求（郵送可）を行います。請
求書は最寄りの選挙管理委員会にあります。告示
（公示）日後、滞在先の住所へ選挙管理委員会から
投票用紙や不在者投票証明書などが送られてきま
す。
■滞在地投票の投票方法
送られてきた書類を持参して、滞在先の選挙管
理委員会へ執務時間中に行き、その職員の立会い
のもとで投票します。自分で勝手に投票したり、
不在者投票証明書の入った封筒を開封したりする
と無効となってしまいますので注意してください。
投票したものは、滞在先の選挙管理委員会から登
録地の選挙管理委員会へ送り返されます。

●問い合わせは…
甲斐市選挙管理委員会事務局
(総務課：竜王庁舎３階)
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
055（278）1661 055（276）7216

第
58
回
人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（H

um
an

R
ights

D
ay

）」
で
す
。

本
年
も
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
の
強
調
事
項
は
次
の
15
項
目

で
す
。

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う
　
・
子
ど
も

の
人
権
を
守
ろ
う
　
・
高
齢
者
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
よ
う
　
・
障
害
の
あ

る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ

う
　
・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
　
・
ア

イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う
　
・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　
・
犯

罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う
　
・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

止
め
よ
う
　
・
性
的
指
向
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う
　
・
ホ
ー
ム
レ
ス

に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　
・
性
同

一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う
　
・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

人
権
擁
護
委
員
と
市
で
は
、
人
権
週

間
中
の
行
事
と
し
て
次
の
と
お
り
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時

12
月
４
日
（
月
）

午
前
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

竜
王
駅
前
　
内
容

街
頭
啓
発

日
時

12
月
４
日
（
月
）
午
前
中

場
所

市
内
　

内
容

広
報
車
に
よ
る
巡
回
啓
発

日
時

12
月
６
日
（
水
）

午
後
３
時
30
分
〜

場
所

敷
島
な
か
よ
し
児
童
館

内
容

紙
芝
居
「
人
権
っ
て
な
に
」

日
時

12
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

内
容

特
設
人
権
相
談

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て

平
成
18
年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民

の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ

の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
12
月
10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
を

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

に
定
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
い
て
も
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。（
人
権

擁
護
委
員
と
市
で
は
、
人
権
週
間
の
イ

ベ
ン
ト
の
中
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
）
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長
年
に
わ
た
り

警
察
行
政
に
尽
力

さ
れ
た
な
か
、
警

察
官
と
し
て
そ
の

職
務
の
ほ
と
ん
ど

が
管
理
部
門
で
あ

っ
た
と
い
う
小
川

さ
ん
。
上
司
や
同

僚
、
優
秀
な
部
下

な
ど
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
在

職
時
を
振
り
返
り
「
現
場
で
働
く
人
が
、
仕
事

を
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
い
つ
も
心

が
け
て
い
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

小
川
　
守
夫
さ
ん

「
住
民
が
警
察

に
望
ん
で
い
る
も

の
は
何
か
、
常
に

考
え
な
が
ら
職
務

に
あ
た
っ
て
い

た
」
と
、
長
年
に

わ
た
り
警
察
行
政

に
貢
献
さ
れ
た

日
々
を
振
り
返
る

志
村
さ
ん
。
事
件
が
発
生
し
た
時
の
報
道
対
応

な
ど
も
印
象
深
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
小
学
校
の
下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
参
加

し
、
地
域
の
防
犯
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

志
村
　
安
行
さ
ん

竜
王
東
小
学
校
の
初

代
校
長
と
し
て
「
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
特
色

を
生
か
し
た
学
校
運
営

に
取
り
組
ん
だ
の
が
印

象
深
い
」
と
学
校
教
育

に
お
け
る
新
し
い
教
育
の
指
針
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

た
荒
牧
さ
ん
。
退
職
後
も
、
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
学
校
評
議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
の
青
少

年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

山
梨
県
教
育
功
労
者
表
彰

荒
牧
　
　
輝
さ
ん

県
内
の
運
輸
業

界
の
発
展
に
尽
力

し
て
こ
ら
れ
た
小

澤
さ
ん
。「
受
章

は
諸
先
輩
や
社
員

の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
」
と
周

囲
へ
の
感
謝
と

「
地
域
住
民
と
バ

ス
会
社
、
行
政
の
三
者
が
意
見
交
換
す
る
な
か

で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
公
共
交
通
機
関

を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

小
澤
　
建
雄
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成18年度統計功績者表彰

総務大臣表彰（各種統計調査）・折居桂子さん（昭
和54年から各種統計調査を通算19年、調査員として
事務従事）
経済産業省経済産業政策局調査統計部長感謝状（構
造統計関係）・玉木まさ美さん（平成９年から工業
統計調査、商業統計調査を通算11回、調査員として
事務従事）・廣島恵美子さん（平成９年から工業統
計調査、商業統計調査を通算12回、調査員として事
務従事）・齋藤弘一郎さん（平成10年から工業統計
調査、商業統計調査を通算11回、調査員として事務
従事）
全国統計協会連合会会長表彰・福島あゆ子さん（平
成７年から各種統計調査を通算11年、調査員として
事務従事）・廣島恵美子さん（平成９年から各種統
計調査を通算９年、調査員として事務従事）
山梨県統計協会会長感謝状（統計調査員）・小林明
美さん（平成11年から各種統計調査を通算７年、調
査員として事務従事）
総務大臣表彰（国勢調査指導員）・飯室五十鈴さ
ん・稲葉露子さん（本調査に関して熟知し、調査員
を丁寧かつ的確に指導）
総務大臣表彰（国勢調査調査員）・古屋寛子さん・
野田芳弘さん・乙黒幸司さん（本調査の調査員を５
回経験され、積極的な調査活動）

第54回山梨県統計グラフコンクール
≪第３部≫（小学校５，６年生）
統計協会長賞 大澤いくみさん

作品名「水の蒸発くらべ」
≪パソコン統計グラフの部≫
統計協会長賞 大澤央

ひさし

さん
作品名「冷却パックを作ろう」
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◎水道管の冬支度はできていますか
冬の冷え込みの厳しいとき、特に気温がマイナ

ス３℃以下になると水道管が凍結しやすくなりま
す。水道管が凍結してしまうと、水が出なくなる
ばかりでなく水道管が破裂する恐れもあります。
ご家庭の水道はみなさんの財産です。寒さから守
ってあげてください。
１　凍結のしやすいところ
屋外でむきだしになっているところや家の北側

の場所にあり、陽の当たらないところ。また、風
当たりの強い場所にある管には注意が必要です。
２　凍結させないために
むきだしになっている水道管が露出しないよう

に、管の周りに保温材を巻き付けるか、毛布・レ
ジャーマット・発泡スチロールなどご家庭にある
ものでも代用できます。
３　水道管が凍結してしまった場合
蛇口が凍った時は上からタオルなどをかぶせて、

ゆっくりとぬるま湯をかけてください。ただし、
熱いお湯を直接水道管にかけると破裂する危険が
ありますので注意してください。

４　万が一破裂してしまった場合は
メーターボックスより宅内側にあるバルブを閉

め、指定給水装置工事事業者に修繕を申し込んで
ください。

◎水道メーター（量水器）取り替えのお知らせ
水道局では、計量法に基づき一定の期間を経過

した水道メーターを無料で取り替えています。（漏
水等があった場合は、修理内容によって別途修理
費がかかります）
該当するご家庭に、水道局の委託業者が身分証

明書を携帯して伺いますので、ご協力をお願いし
ます。
○取り替え対象区域と期間
■区域 奇数月検針地区（竜王地区および双葉地区）
期間 12月中旬～平成19年1月上旬（2回目）

■区域 偶数月検針地区（竜王地区および双葉地区）
期間 11月中旬～12月上旬（1回目）

平成19年1月中旬～2月上旬（2回目）

■問い合わせは…
水道局業務課　 055（276）0733

「安全で安心な水道水が、どのようにして皆さんの家庭
や職場に送られているのか」水道事業について、利用者
の方々の一層のご理解とご協力をいただくために、様々
な観点から情報を提供していきます。

◎水道事業は、「地方公営企業」と
して独立採算制で経営を行ってい
ます。税金を財源とする一般行政
と違って、水道事業は経営に必要
な費用を水道料金によってまかな
っています。
したがって、水道料金は水道事

業に必要な費用のすべてにあてら
れます。これらの費用には、安全
で安心な水を供給するための配水
場や水道管の整備費・維持管理費、
人件費を含む事務運営費などがあ
ります。
水道局では、限られた収入の中

で最小のコストで最大の効果が得
られるよう、効率的な事業経営を
図るために、経費の節減合理化、
業務の簡素化に取り組んでいます。

水道事業
の流れ

水道施設の整備
に使います。

水道局

使用水量により
水道料金を算定
します。

安全でおいしい水
をご家庭にお届け
します。

水道料金をいただ
きます。
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肥料を上手に使うための知識
（有機質）

植物などを育てる時は、最初に土つくり
をします。この時に必要な資材として、有
機質があります。有機質は種々雑多にあり、
どのような有機質でも使えば良いというも
のではありません。
動物質では屠殺残

ざん

渣
さ

、排泄物、魚類の加
工残

ざん

渣
さ

など。植物質では落葉の腐熟物（堆
肥・腐葉土）、樹皮の腐熟物（バーク堆肥）、
種子の搾り粕（油粕）など。このように、
内容も多様です。土つくりに使うには、肥
料成分が少なく、繊維質が多く、半腐り以
上になったものが適当です。
植物が健全に育つには、土は根の周りに

空気と水を保持しなければなりません。こ
の土は、繊維質が土壌中で腐る時に作られ
ます。しかし、生の有機質（刈り取ったば
かりの草・稲ワラ・麦ワラ等）をそのまま
土の中に混ぜると、腐る時に発生するメタ
ンガスなどが障害となり、種子の発芽、移
植苗の活着などが正常に行われないことが
あります。このようなことから、有機質の
中でも堆肥・腐葉土・バーク堆肥などが、
土つくりには適当な資材ということになり
ます。
花壇・庭などへの有機質投入量は１㎡当

り１～1.5㎏が目安です。硬く締まった土や
プランター・鉢土には、これより多めに入
れ、土とよく混合させると良いでしょう。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんで
いる、また始めてみたいという人の相談や
疑問に、市の園芸アドバイザーがお答えし
ます。お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp



熱戦が繰り広げられました。
男子Ａパート
優　勝 上八幡区
準優勝 冷間区
女子Ｂパート
優　勝 富竹新田４区
準優勝 双葉５区
女子Ｃパート
優　勝 富竹新田３区
準優勝 竜王４区

今年も12月２日（土）、３日（日）に県一周駅伝競走
大会が開催されます。３日（日）には甲斐市内の県道
甲府・敷島・韮崎線がコース（山梨交通敷島バス停前
が最終中継所）となっています。甲斐市チームが昨年
の４位を上回れるよう、沿道でのみなさんの応援を
よろしくお願いします。

10月15日（日）赤坂台
総合公園においてキャッ
チボールの基本教室「芝
生の上でプロ野球選手に
学ぼう」が開催され、親
子ら約1,000人が参加し
ました。
この日は、元プロ野球

選手の川口和久さん（元
広島、巨人）、西崎幸広さ
ん（元日本ハム、西武）
を講師として招き、ボー
ルの握り方や投球フォー
ムなどについて指導を受
けました。

10月28日（土）小瀬スポーツ公園においてヴァン
フォーレ甲府「甲斐市サンクスデー」が開催されま
した。この日は、ヴァンフォーレ甲府、セレッソ大
阪の両チームのほか来場者に、市商工会・中巨摩東
部農協提供の特産品がプレゼントされました。また、
試合中のボールボーイとして敷島中学校のサッカー
部員20名が、選手のエスコートキッズとして竜王北
保育園の園児11名が参加し試合を盛り上げました。

第43回山梨県一周駅伝競走大会
甲斐市チームを応援しよう

元プロ野球選手からキャッチボールの基本を学ぶ
キャッチボールの基本教室

ヴァンフォーレ甲府
「甲斐市サンクスデー」

バスケットボール女子日本リーグ２部
に所属する甲府クィーンビーズ（甲府QB）
は、リーグで唯一のクラブチームとして
甲斐市をベースに活動しています。成績
は現在リーグ第３位。（11月９日現在）
今シーズン、地元での最後の試合が１
月20日（土）午後１時から小瀬スポーツ
公園体育館で行われます。みんなで応援
しましょう。

今年度の文部科学省生涯
スポーツ功労者に花形正美
さんが選ばれました。
これは、花形さんが、長

年にわたり山梨県家庭婦人
バレーボール連盟の役員を
務め（現在連盟会長）、特に審判研修などの開催
にあたり努力されたことが評価されたもので
す。

12



一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 12月20日（水）

・学校体育施設（１月分） 午後７時～
・社会体育施設（２月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 12月26日（火）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（１月分）
・社会体育施設（２月分）

※敷島総合運動公園多目的運動場は芝生養生のた
め、12月１日～１月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

10月21日（土）、第２回甲斐市ゲートボール祭り
が双葉スポーツ公園を会場に開催され、市内から19
チームが参加、熱
戦が繰り広げられ
ました。
優　勝
フレンド（双葉）
準優勝
下志田（双葉）
第３位
やまびこ（双葉）
クローバー（双葉）

10月22日（日）、第２回甲斐市テニス選手権大会が
西八幡公園テニスコートを会場に開催されました。
大会には延べ74名（18チーム）が参加し、４人１

組のチーム対抗戦で熱戦が繰り広げられました。
優　勝 中込秀幸・網野よしみ・輿石一磨・輿石さ

と子チーム
準優勝 望月美紀子・山岡博美・五味寛之・高野武

仁チーム

10月22日（日）。第２回甲斐市ソフトボール祭
が双葉スポーツ公園で開催され、23チームが参加
し熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。
Ａパート
優勝 富竹新田２区
準優勝 双葉６区
Ｂパート

優勝 万才東区
準優勝 双葉７区

８月26日から10月28日にかけて、第２回甲斐市
バレーボールリーグ戦が開催されました。男子５チ
ーム、女子８チームが参加し、熱戦が繰り広げられ
ました。結果は次のとおりです。
男子の部
優勝 下三ＶＣ
準優勝 アタックドラゴン
３　位 どんぐり会　

11月５日（日）
第３回甲斐市バレ
ーボール祭りが竜
王小体育館を主会
場に開催されまし
た。市内から男子
６チーム、女子11
チームが参加し、
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第２回甲斐市ゲートボール祭り

第２回甲斐市ソフトボール祭

第２回甲斐市テニス選手権大会

第２回甲斐市バレーボールリーグ戦

第３回甲斐市バレーボール祭り

甲斐市スポーツ施設開放

女子の部
優勝 篠原クラブ
準優勝 上町南
３　位 マリンクラブ



●11月５日　クラインガルテン消火訓練　

ドラゴンパークで、児童館乳幼児教室に参加してい
る親子を対象とした運動会が行われまいた。会場は

小さな子どもたち
にも安心な一面の
芝生。1,000人を
超える親子が参
加。体操、宝拾い、
玉入れなどの競技
を楽しみました。

園児とおじいちゃん、おばあちゃんの交流
会が行われました。これは、敷島・松島両保
育園合同での催し。敷島総合体育館には、園
児のほか、若くは48歳から84歳までの祖父
母らがいっしょに玉入れなどの競技を楽しみ
ました。また終わりには子どもたちから祖父
母にプレゼントも渡されました。

信玄堤公園に約600人が集い、武田信玄の治水事業の
史跡を巡るウォーキングが行われました。コースは、白
根将棋頭から竜岡将棋頭（韮崎市）を巡る16キロ、竜岡
将棋頭までの12キロ、開国橋往復6キロの３コース。体
力に合わせて参加者はコースを選び、歴史や自然に触れ
ながら、秋晴れの空の下、心地よい汗をかきました。ま
た、信玄堤公園には、特産「やはたいも」などの物産展
や信玄堤関係の展示コーナーなども開設されました。

●11月12日　森の名手・名人に認定
された大森功さんを高校生が取材

●10月25日
祖父母との交流会

大森功さん（中下条）は、（社）国土緑化推
進機構から森の名手・名人（森の恵み部門キノ
コ採り）として認定されました。この日は東
京の高校１年生が、森の名手・名人をレポー
トする「森の聞き書き甲子園」の取材に訪れ、
森が地域生活にどう密着しているのか、キノ
コ採りの難しさなどを聞いていきました。
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●10月24日　児童館乳幼児教室大運動会

クラインガルテ
ンで、利用者を対
象とした消火訓練
が行われました。
これは、滞在中に
火災などにあった
時に初期対応がで
きるようにと市が
消防団の協力で行

ったもの。市消防団敷島第２分団と第３分団が指導にあたり、
消火栓の使い方について、実際に体験してもらいました。初
めて放水の筒先を持った参加者は「こんなに水圧があるとは
思わなかった」と驚いた様子でした。

この時期、各小学校では「教育を語る会」が行われてい
ます。竜王東小学校では、山梨県での和太鼓の第一人者、
天野宣さんをお
招きし、これま
での生き方につ
いてのお話や太
鼓演奏を聞きま
した。

10月21日　信玄堤ウォーク●

教育を語る会　10月25日●



秋の恒例イベント、緑とふれあいフェステ
ィバルが今年も双葉スポーツ広場で行われま
した。収穫の秋にふさわしく、農産物が並ん
だテントに囲まれた会場には、延べ約１万人
のみなさんが訪れ、秋晴れの１日を楽しく過
しました。メインショーでは石原裕次郎のも
のまねでおなじみのゆうたろうなどが登場し
会場を盛り上げました。また、隣接した会場
で行われた無料ジャガイモ掘り体験には、親子連れなど大勢のみなさんが訪
れ、シャベル片手に新ジャガを掘り起こしていました。

11月９日からの秋の火災予防週間を前に、甲府地区広
域消防本部ではドラゴンパークで「消防ひろば」を開催。
初期消火や震度体験、消防車輌の展示などのコーナー
を設けたほか、県防災ヘリ「あかふじ」が飛来、隊員の
降下訓練の披露なども行われました。

図書館まつりが市内
３館で開催されました。
子ども向けのおはなし
会や大型紙芝居などの
ほか、おとな向けには
恒例の朗読会が開催さ
れました。そのほか、
図書館おす
すめの本の
展示や、廃
棄処分にな
る雑誌のバ
ックナンバ
ーのバザー
なども行わ
れました。

甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題は
インターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹介し
ています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

●11月３日～　図書館まつり
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緑とふれあいフェスティバル　10月29日●

文化協会文化祭　11月３日～ ●

●11月８日　消防ひろば

甲斐市文化協会主催の文化祭が今年も敷島総
合文化会館を中心に開催され、多くのみなさん
が来場。２日間行われた舞台発表では、各グル
ープが日頃の成果を発表。また展示部門では、

写真や絵画など
の力作が披露さ
れました。その
ほか囲碁、将棋、
かるたの大会な
ども行われまし
た。

●10月18日　奉仕デーで清掃活動　
敷島ライオンズクラブでは、この日、約30人

が参加して清掃活動
を実施。敷島総合文
化会館前の三叉路や
交通安全広告塔の周
辺の枝のせん定や草
取りなどの奉仕活動
を行いました。
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日時 12月23日（土）午後２時開
演（午後１時30分開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着200名
日時 12月24日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 双葉図書館２階視聴覚室
定員 先着50名　

もうすぐクリスマス。今年も一
足早いクリスマス会をみなさんに
お届けします。サンタさんも会い
に来てくれるかも…。お友だちと
一緒に遊びに来てね。
○竜王会場
日時　12月10日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
対象 幼児、小学生
内容 手袋人形、パネルシアター

など
出演 アリスの部屋、ききみみずき

んおはなしの会、職員
○敷島会場
日時　12月16日（土）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
対象 幼児～

内容 ハンドベル、手袋人形、読
み聞かせ、手遊び、パネル
シアター、人形劇など

出演 ライライの会、人形劇サーク
ル「うふふ」、職員

○双葉会場
日時　12月２日（土）午後２時～

３時30分
場所 双葉ふれあい文化館ホール
対象 幼児、小学生
内容 ブラックシアター、読み聞

かせ、手遊び、クリスマス
音楽会など

出演 ポラン、からっ風、ピッピの会

キラキラしたラテンハープの音
色で一足早いクリスマスの夜をお
楽しみください。
日時 12月15日（金）午後８時開

演（午後７時30分開場）
場所 竜王図書館２階視聴覚室
対象 小学生～一般
出演者 塚田桐子
甲斐市出身。中南米の民族楽器・

アルパの山梨でただ一人の奏者とし
て、福祉施設や各地のイベントで演
奏活動を行っています。

一足早いクリスマス会

クリスマス・
アルパ・コンサート

朗読のおいしい
お店「 おきらく亭」
が今月で100回目
を迎えることが出
来ました。聞いて
味わう本の世界。
どなたでもお気軽
にご来店ください。
日時 12月21日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 忠臣蔵
板前 ねの会
助っ人板前 すずの会

「おきらく亭」２月出演者募集
平成19年２月15日（木）開催の「お
きらく亭」出演者を募集していま
す。
募集人数 若干名
朗読対象 一般
募集期間 12月15日（金）まで
その他 １作品を２名以上での朗　

読も可能です。
■申し込み・問い合わせは…
竜王図書館　 055（278）0811

「おきらく亭」今回が100回目



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

12月のおやすみ 定例休館日 ４日（月）、11日（月）、18日（月）、25日（月）、
月末整理日 27日（水）
年末年始休館日12月28日（木）～１月４日（木）

日時 12月７日（木）、21日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 12月７日（木）、21日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 12月２日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

親から子どもへ語り、伝え、残
すもの。歴史・文学・暮らしを通
して私たちの郷土山梨を見つめな
おしてみませんか。
日時 12月３日（日）

午後２時～３時30分
講師 大嶌正之（市教育委員会）
内容 「もじ・文字ーいろんな文

字資料ー」
日時 12月６日（水）

午後７時～８時30分
講師 小林是綱（山梨ことばの会

代表）
内容 「甲州方言にみる山梨の歴

史」
日時 12月９日（土）

午後２時～３時30分
講師 植松光宏（奈麻余美文庫）
内容 「身近な歴史文学」
場所 敷島総合文化会館視聴覚室
対象 一般

日時 12月14日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど
※第４木曜日の「こぐまちゃんのお
へや」は図書館休館日のため、お休
みとなります。

日時 12月９日（土）、23日（土）
午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
対象 ３歳～９歳
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 12月２日（土）
午前10時30分～正午

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、ゲーム

日時 12月16日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ ごくらく ごくらく
内容 お話、ブックトーク、工作

定員 各80名
申し込み・問い合わせは…
敷島図書館　 055（277）9955

日時 12月14日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 12月９日（土）、23日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

内容 『小さき勇者たち　ガメラ』
2006年／日本／97分／監
督／田崎龍太　主演／富岡
涼、夏帆、津田寛治　他

日時 12月17日（日）午後２時
開演（午後１時30分開場）

場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270名　
内容 『34丁目の奇跡』1994

年／アメリカ／114分／吹
替え／監督／レス・メイフ
ィールド　主演／リチャー
ド・アッテンボロー　他

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
18日（月）から22日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

上映会のお知らせ
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年末年始休館日中の返却について
休館中返却する図書は返却ポストに入れてください。ただし、ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ
などは破損の恐れがあるので、開館してから窓口へ返却してください。
●返却ポストの設置場所･･･各図書館入口

敷島図書館教養講座
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市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など毎月紹介していきます。

宮地区（堀内克一区長）
「住んで良かった地域づくり」
40年代には20戸程度の区も現在は400

戸。新しい住民が多く住むここでは、今
年度、「宮地に住んで良かった」と思え
る地域づくりを目指して、区の組織を改
編。３つの専門委員会を設けました。

区民支
え合い研
究委員会
は、交流
の担当。希薄になっ
た区民同士の関係を
改善しようと取り
組んでいます。ま
ずは今年、区内の
農家のみなさん
の協力のもと
朝市を実施。
ワ ン コ イ ン

（100円）で買える農産物を提供するとともに、
区民の交流の場にもなっています。
健康づくり委員会では健康講座を９月と10月

に開催。メタボリックシンドロームの予
防法について説明などが行われまし
た。
生涯学習委員会では、公会堂

で「宮地区民コンサート」
を開催。今回は雨宮洋
子さんらをお招きし、
琴とフルートの演演奏
会を開催。琴の奏でる
音色とフルートの織り
なす素敵な音楽を堪能し
ました。
また、区ではこれらの新しい取り組みを区内

のみなさんに知ってもらうため、「区民の輪」と
いう区広報紙を全戸に配布しています。A３版カ
ラーのこの広報紙、区の予定やそれぞれの委員会
の取り組み、行事の紹介のほか、ゴミ問題や犬の
フン問題など区
が抱えている問
題も積極的にお
知らせし、みん
なで考えてもら
おうと取り組ん
でいます。

下八幡２区（山本今朝雄区長）
「親睦のグラウンドゴルフ」
下八幡地区は人口増加に伴い昭和52

年に３つに別れました。その後の増加
も著しく、下八幡２区は市内で３番目
にたくさんの人口を抱える区となって
います。
区内には、アルプス通り、廃棄道、

バス通りなどの主要幹線があり、現在、
南北の県道が工事中です。この道が完
成するとまた区の様子も大きく変化す

ることが予想されます。
昔は農業地帯でしたが、現在はサラリーマン世

帯が増加し、勤労者の多く住む地域となっていま
す。そんな中で、区民間の交流が重要となってい

ます。
区の活動と

しては、区役
員を中心に
平成1 7年
度から夜
間 パ ト
ロールを
実施したり、下校時パトロールなども
行っています。また、年３回のふれあ
い給食では、民生委員と区役員が対象家

庭をまわっています。
大きな行事としては、区誕生の経過から、

下八幡区連合で体育祭や祭り
などを開催していますが、
２区単独として行っている
行事が、区民ふれあいグ
ラウンドゴルフ大会です。
「親睦とふれあいと感謝」
をテーマに今年で14回を数

えます。
子どもでも、お年
寄りでもできる競
技ということでグ
ラウンドゴルフが
選ばれました。
今回も老若男女

約100人が会場で
ある玉幡小学校グ
ラウンドに集ま
り、半日、交流を
深めました。
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野
村
宗
貞
は
江
戸
時
代
初
め
に
摂

津
国
（
大
阪
府
と
兵
庫
県
の
一
部
）

の
生
ま
れ
（
出
生
年
不
詳
）、
土
木
技

術
を
持
ち
、
江
戸
に
住
ん
で
い
た
浪

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
現
在
の
甲
斐
市
双
葉
地
区

や
韮
崎
市
穂
坂
町
一
帯
が
深
刻
な
水

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
聞

き
、
宇
津
谷
村
に
移
り

住
み
、
甲
府
の
商
人
や

地
元
有
力
者
か
ら
資
金

を
集
め
、
寛
文
６
年

（
１
６
６
６
）
に
楯
無
堰

の
開
削
に
着
手
し
ま
し
た
。

小
笠
原
村
（
北
杜
市
明
野
町
）
内
の

塩
川
を
取
水
口
と
し
竜
地
村
（
双
葉

東
小
学
校
付
近
）
ま
で
の
全
長
約
17

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
標
高
差
わ
ず
か
36

メ
ー
ト
ル
で
掘
り
進
み
、
途
中
沢
の

水
を
充
当
し
、
隧
道
を
掘
っ
た
り
、

川
で
は
樋
を
設
置
し
ま
し
た
。

し
か
し
途
中
の
宇
津
谷
村
ま
で
し

か
通
水
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
後
、
官
営
工
事
と
し
て
甲
府
藩
が

引
継
ぎ
、
甲
府
代
官
所
が
主
体
と
な

っ
て
完
成
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。宗

貞
が
工
事
か
ら
手
を
引
い
た
の
は
、

①
技
術
的
な
限
界
が
あ
っ
た

②
資
金
が
底
を
つ
い
た

③
宗
貞
の
業
績
を
甲
府
藩
が
横
取
り

を
し
た

な
ど
の
説
が
あ
り
ま
す
。

天
和
２
年
（
１
６
８
２
）
宇
津
谷
村

で
没
し
、
法
喜
院
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

庚
申
信
仰
は
、
中
国
の
道
教
に
由

来
し
ま
す
。
人
の
体
内
に
は
、
三
尸

さ

ん

し

と
い
う
虫
が
住
み
、
い
つ
も
そ
の
人

の
行
動
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

三
尸
は
、
庚
申
の
日
の
夜
、
そ
の

人
が
寝
て
い
る
間
に
天
に
昇
り
、
天

帝
と
い
う
神
様
に
日
頃
の
悪
事
を
報

告
し
ま
す
。
天
帝
は
、
そ
の
報
告
に

よ
っ
て
人
の
寿
命
を
決
め
ま
す
。

人
々
は
、
三
尸
が
天
に
昇
ら
な
い
よ

う
に
、
庚
申
の
日
に
徹
夜
し
て
過
ご

し
、
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
願
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。
庚
申
塔
は
、
何
軒

か
が
あ
つ
ま
っ
て
行
な
わ
れ
る
「
庚

申
講
」
の
結
成
や
何
周
年
か
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
、
御

利
益
を
得
る
た
め
の
祈
願
で
建
て
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
も
に
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
多
く

造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
照
院
の
庚
申
塔
は
、
参
道
の
東

側
に
あ
り
、
他
の
石
仏
群
と
一
緒
に

並
ん
で
い
ま
す
。
高
さ
６
８
・
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
３
２
・
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
１
６
・
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き

さ
で
、
中
央
に
は
６

本

の

腕

を

も

つ

青
面
金
剛

し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

の
立
像
、

像
の
上
部
に
は
日
月
、

下
部
に
は
鶏
が
２
匹
彫
ら
れ
、
そ
の

下
に
は
３
匹
の
猿
が
並
ん
で
い
ま

す
。
青
面
金
剛
は
三
尸
が
天
に
昇
る

事
を
押
さ
え
る
力
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
左
側
面
に
は
、「
寛
保
二

戌
三
月
日
　
施
主
六
人
」、
右
側
面
に

は
、「
庚
申
待
供
養
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
寛
保
２
年
（
１
７
４
２
）
庚
申

講
中
６
人
に
よ
っ
て
、
供
養
が
行
わ

れ
、
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

常
照
院

じ
ょ
う
し
ょ
う
い
ん

庚
申
塔

こ
う
し
ん
と
う

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

平
成
２
年
12
月
５
日
指
定

野
村

の

む

ら

宗
貞

む
ね
さ
だ

の
墓

市
指
定
史
跡

昭
和
59
年
２
月
27
日
指
定
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

図
書
館
臨
時
職
員（
パ
ー
ト
勤
務
）募
集

勤
務
内
容
　

図
書
の
貸
出
返
却
・
配
架
・
書
架
整

理
な
ど

勤
務
場
所

竜
王
図
書
館
・
敷
島
図
書
館

勤
務
条
件

・
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
の
う
ち
の
半
日

・
平
日
の
夜
間
　
午
後
５
時
15
分
〜

７
時
15
分

・
土
日
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

以
上
の
時
間
帯
の
い
ず
れ
も
勤
務
可

能
な
人
。
た
だ
し
、
週
20
時
間
未
満

の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

時
給

８
１
３
円

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
図
書
館

０
５
５
（
２
７
８
）
０
８
１
１

平
成
19
・
20
年
度
入
札
等
参
加
資
格
申

請
書
受
付
に
つ
い
て

工
事
請
負
、
役
務
提
供
、
物
品
納
入

な
ど
市
と
取
引
を
行
う
た
め
に
は
、
入

札
等
参
加
資
格
申
請
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

今
回
は
有
効
期
間
終
了
に
伴
う
新
規

登
録
に
な
り
ま
す
の
で
、
全
者
（
社
）
対

象
で
す
。

有
効
期
間

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

受
付
期
間

平
成
19
年
１
月
10
日
（
水
）

〜
２
月
20
日
（
火
）

受
付
場
所

財
政
課
契
約
担
当
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

提
出
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
要
項
お
よ
び

申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

契
約
担
当
窓
口
で
受
け
取
り
、
必
要

書
類
を
作
成
し
て
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

財
政
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
５

保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険（
国
保
）加
入
者
が
交

通
事
故
に
あ
っ
た
時
に
は

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
よ

っ
て
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
医
療
費
に
つ

い
て
は
原
則
的
に
加
害
者
が
全
額
負
担

す
る
も
の
で
す
が
、
国
保
が
医
療
費
を

一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
で
加
害
者
に

請
求
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
国
保
は
使

え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
し
か
た

①
警
察
に
届
け
出
て
「
事
故
証
明
書
」
を

も
ら
う
。

②
国
保
窓
口
に
「
第
三
者
の
行
為
に
よ

る
被
害
届
」
を
提
出
す
る
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑
・
事
故
証

明
書

国
保
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

忙
し
い
中
、
金
融
機
関
へ
出
か
け
て

納
め
て
い
る
人
、
う
っ
か
り
し
て
納
期

限
が
過
ぎ
て
し
ま
い
納
め
忘
れ
に
な
っ

て
い
る
人
。
そ
ん
な
問
題
を
口
座
振
替

が
解
決
し
て
く
れ
ま
す
。

手
続
き
は

次
の
金
融
機
関
窓
口
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
市
役
所
・
各
支
所
で
は
受

付
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

山
梨
中
央
銀
行
　
　
　
本
・
支
店
　

中
巨
摩
東
部
農
協
　
　
本
・
支
所

梨
北
農
協
　
　
　
　
　
本
・
支
所

山
梨
信
用
金
庫
　
　
　
本
・
支
店

甲
府
信
用
金
庫
　
　
　
本
・
支
店
　

山
梨
県
民
信
用
組
合
　
本
・
支
店

東
京
ス
タ
ー
銀
行
　
　
本
・
支
店
　

郵
便
局

手
続
き
に
必
要
な
も
の

ご
利
用
の
通
帳
・
口
座
届
け
の
印

鑑
・
口
座
振
替
依
頼
書

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
各
金
融
機
関
、

竜
王
庁
舎
保
険
課
、
敷
島
・
双
葉
庁

舎
各
市
民
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

必
要
の
な
い
増
改
築
を
強
引
に
契
約

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
、
悪
質
な

訪
問
販
売
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

「
市
役
所
か
ら
委
託
さ
れ
て
排
水
管

を
洗
浄
し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
お
宅

だ
け
で
す
よ
」（
た
か
り
商
法
）

「
排
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
と
訪

問
し
て
強
引
に
清
掃
し
た
後
、
高
額
な

代
金
を
請
求
す
る
（
点
検
商
法
）
な
ど
、

手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は

・
市
役
所
で
は
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

委
託
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

点
検
や
お
試
し
の
話
な
ど
に
は
乗
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
排
水
管
な
ど
は
、
絶
対
に
見
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

・
し
つ
こ
い
業
者
に
は
、
家
の
外
で
待

た
せ
て
「
市
役
所
に
確
認
す
る
」
と
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
早
め
の
接
続
を

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還
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●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も
助
成
）

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
は
別
々

の
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
（
平
成
18
年
１
月
〜
12
月

分
）
の
燃
料
費
助
成
金
の
請
求
を
受
け
付

け
ま
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
会
場
へ
来
場
の
上
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
（
申
請
済
の
人
）

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

療
育
手
帳
Ａ
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

特
別
第
１
・
第
２
項
症
に
該
当
す
る

人

受
付
日

当
日
持
参
す
る
も
の

・
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（「
減
免
申

請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑
・
車
検
証

・
預
金
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）

・
対
象
期
間
分
の
自
動
車
燃
料
領
収
書
　

（
請
求
者
氏
名
が
印
字
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
購
入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払
証
明
書

（
購
入
先
給
油
店
か
ら
証
明
を
受
け
た

も
の
）

※
助
成
金
請
求
書
、
購
入
量
計
算
書
お

よ
び
支
払
証
明
書
は
、
敷
島
庁
舎
福

祉
課
、
竜
王
・
双
葉
庁
舎
各
地
域
課

に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
北
保
険
福
祉
事
務
所
福
祉
課
　

０
５
５
（
２
３
７
）
１
３
８
１

０
５
５
（
２
３
５
）
７
１
１
５

建
物
を
取
り
壊
し
た
み
な
さ
ん

滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
18
年
１
月
２
日
か
ら
の
１
年
間

に
、
お
持
ち
の
建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合
は
、
滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
食
堂
や
授
乳
コ
ー

ナ
ー
な
ど
で
、
市
内
在
住
の
未
就
学
の

親
子
が
登
録
な
し
で
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
毎
週
火
・

水
・
金
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

火
・
水
曜
日
　
６
か
月
〜
１
歳
半
児
対
象
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金
曜
日

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど

※
16
日
（
土
）
も
開
催
し
ま
す
。

（
１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

楽
し
い
音
楽
や
歌
に
あ
わ
せ
て
体
を

動
か
し
、
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
　
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

12
月
15
日
（
金
）

１
歳
半
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

定
員

15
名
（
予
約
制
）

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
楽

し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
、
子
育
て
の
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

12
月
８
日
（
金
）

午
前
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り
。

※
受
付
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

保
育
園
の
情
報
や
育
児
相
談
な
ど
を
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な

が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相
談
の
ほ

か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
受
付
中

育
児
の
援
助
活
動
を
地
域
に
お
い
て

会
員
間
で
行
う
組
織
で
す
。
子
ど
も
を

預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預
か
っ
て
く
れ

る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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援
助
の
主
な
内
容

保
育
施
設
・
学
童

の
送
迎
、
行
事
参
加
、
仕
事
を
休
め

な
い
時
の
預
か
り
な
ど

依
頼
会
員

市
内
在
住
、
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員

市
内
在
住
、
有
資
格
者
ま

た
は
講
習
会
に
参
加
で
き
る
人
で
、

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人
（
自
宅
で
の
預

か
り
ま
た
は
送
迎
の
で
き
る
人
）

利
用
料
金

・
通
常
預
か
り

平
日
　
午
前
７
時

〜
午
後
７
時
　
１
時
間
７
０
０
円
　

・
特
別
預
か
り

土
・
日
・
祝
日
、
早

朝
深
夜
、
軽
度
の
病
気
　

１
時
間
８
０
０
円

※
１
回
の
依
頼
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り

２
０
０
円
の
助
成

（
１
回
の
助
成
対
象
は
３
時
間
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地
１
号
館
　
４
０
４
号

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８
ー
２
）

市
営
川
辺
町
団
地
２
０
６
号

（
甲
斐
市
島
上
条
９
４
ー
１
）

募
集
戸
数
　
田
畑
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

川
辺
町
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法

申
し
込
み
は
、
ど
ち
ら
か

１
団
地
に
限
り
ま
す
。
両
方
へ
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
は
竜
王
庁
舎
建
設
課
、
敷

島
・
双
葉
庁
舎
各
地
域
課
で
配
布
し

ま
す
。
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間

12
月
１
日
（
金
）
〜
８
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
　

（
土
・
日
を
除
く
）

決
定
方
法
　
入
居
者
は
審
査
の
う
え
決

定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

抽
選
日（
予
定
）

12
月
18
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

午
後
２
時
〜
（
川
辺
町
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

平
成
19
年
度
保
育
園
新
規
入
園
申
込
　

の
受
付
に
つ
い
て

来
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
園
を
希

望
さ
れ
る
お
子
さ
ん
の
入
園
申
込
の
受

付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
５
月
以

降
入
園
希
望
者
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
付
日
に
、
簡
単
な
個
別
面

談
を
行
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
は
必
ず

対
象
児
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
希
望
す
る
保
育
園
の
受
付
日

に
都
合
に
よ
り
申
込
で
き
な
い
場
合
は
、

次
に
よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
期
間

12
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

・
市
内
保
育
園
希
望
の
場
合
　
　

希
望
す
る
保
育
園
へ
直
接
連
絡

・
市
外
保
育
園
希
望
の
場
合
　

子
育
て
支
援
課
担
当
者
に
連
絡

※
期
日
ま
で
に
連
絡
の
な
い
場
合
は
、

希
望
す
る
保
育
園
へ
の
入
園
が
難
し
く

な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
保
育
料
算
定
資
料
に
つ
い
て

保
育
料
を
算
定
す

る
た
め
に
必
要
な
税

関
係
の
書
類
（
源
泉

徴
収
票
、
確
定
申
告

書
な
ど
の
写
し
）
に

つ
い
て
は
、
申
込
時

に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
今

回
は
結
構
で
す
。
次

の
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

平
成
19

年
２
月
９
日
（
金
）

※
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
２
月
28
日

（
水
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出

し
な
い
場
合
は
入
園

で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

●
入
園
決
定
に
つ
い

て
入
園
決
定
に
伴
う

入
園
承
諾
書
の
発
送

は
、
３
月
上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
園
決
定
後
、
誓
約
書
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１
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平
成
19
年
度
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
放
課
後
教
室
）利
用
者
募
集

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
家
庭
に
い

な
い
児
童
を
対
象
に
、
市
内
の
児
童
館

お
よ
び
放
課
後
専
用
教
室
に
お
い
て
預

か
る
事
業
で
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
は
、
各
学

校
区
の
教
室
（
児
童
館
）
で
申
請
書
を
受

け
取
り
、
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
に
は
入
会
資
格
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
配
布
期
間

12
月
４
日
（
月
）
〜

平
成
19
年
２
月
23
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

配
布
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

（
竜
王
小
は
午
後
１
時
〜
６
時
）

配
布
場
所

各
学
校
区
の
教
室
（
児
童
館
）

（
竜
王
小
は
学
校
敷
地
内
に
あ
る
プ
レ

ハ
ブ
の
専
用
教
室
）

申
込
期
間

平
成
19
年
２
月
26
日
（
月
）
〜

３
月
９
日
（
金
）

申
込
場
所

入
会
を
希
望
す
る
教
室
（
児
童
館
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期
間

以
降
の
提
出
は
、
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
入
会
資
格

対
象
児
童

本
市
に
居
住
し
て
い
る
小
学
校
１
〜

３
年
生
の
児
童
で
、
労
働
等
の
理
由

で
放
課
後
に
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
も
の
の
保
護
が
受
け
ら
れ
な

い
児
童

※
原
則
と
し
て
保
護
者
等
の
迎
え
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

優
先
順
位

（
１
）
母
子
・
父
子
家
庭
　
　

（
２
）
１
年
生

開
会
日

月
〜
金
曜
日

※
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
中
・
学
校

創
立
記
念
日
・
学
校
行
事
な
ど
の
振

替
休
日
等
は
開
会
し
ま
す
。

開
会
時
間

学
校
終
了
後
〜
午
後
６
時

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
広
場
の
開
設

芝
生
の
上
で
、
親
子
ま
た
は
友
だ
ち

ど
う
し
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

12
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園

（
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
）

内
容

芝
生
公
園
内
の
専
用
ス
ペ
ー
ス

に
て
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
専
用
球
を

貸
出
し
ま
す
の
で
、
自
由
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
市
体
育
協
会
野
球
部

員
が
基
礎
を
教
え
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
者

参
加
料

無
料
（
当
日
受
付
）

持
ち
物

グ
ロ
ー
ブ
を
お
持
ち
の
人
は

持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

親
子
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

ス
キ
ー
上
達
の
絶
好
の
機
会
で
す
。

ま
た
、
日
帰
り
の
ス
キ
ー
教
室
も
２

月
に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
詳
し
く
は

広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

主
催

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

日
程

平
成
19
年
１
月
13
日
（
土
）

〜
14
日
（
日
）

場
所

長
野
県
青
木
湖
ス
キ
ー
場

宿
泊
先

ホ
テ
ル
「
ブ
ル
ー
レ
イ
ク
」

※
原
則
、
家
族
ご
と
の
部
屋
割
り
と
な

り
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
者

（
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
）

定
員

70
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
付
開
始

12
月
11
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

参
加
料

大
人
　
　
１
６
、
０
０
０
円

子
ど
も
　
１
４
、
０
０
０
円

※
参
加
料
に
は
、
交
通
費
・
宿
泊
費
（
１

泊
２
食
付
）
・
リ
フ
ト
代
（
１
日

分
）
・
保
険
代
を
含
み
ま
す
。

※
貸
し
ス
キ
ー
（
２
日
間
）
の
場
合
は
、

別
途
次
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
、
０
０
０
円

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
２
、
０
０
０
円

教
室
内
容

１
日
目

①
初
級
コ
ー
ス

初
め
て
ま
た
は
数
回
ス
キ
ー
を
し
た

事
が
あ
る
人

②
中
級
コ
ー
ス

プ
ル
ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン
（
両
足
を
広
げ
て

曲
が
る
こ
と
）
が
で
き
る
人

③
上
級
コ
ー
ス

パ
ラ
レ
ル
タ
ー
ン
（
両
足
を
そ
ろ
え
て

曲
が
る
こ
と
）
が
で
き
る
人

２
日
目

午
前
中
は
、
教
室
と
自
由
滑
走
を
選

択
で
き
ま
す
。
午
後
は
、
自
由
滑
走

と
な
り
ま
す
。

※
申
込
の
際
に
教
室
の
希
望
コ
ー
ス
を

確
認
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

友
達
ど
う
し
で
、
そ
り
す
べ
り
や
歩

く
ス
キ
ー
、
雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

主
催ウ

イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会

日
時

平
成
19
年
１
月
27
日
（
土
）

〜
28
日
（
日
）
１
泊
２
日

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
午
前
９
時
出
発
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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内
容

１
日
目

も
ち
つ
き
、
雪
上
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
天
体
観
測

２
日
目

そ
り
す
べ
り
大
会

場
所
・
宿
泊
先

長
野
県
国
立
信
州
高
遠
少
年
自
然
の
家

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
生

（
４
年
生
以
上
）

定
員

60
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
付
開
始

12
月
12
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

参
加
料

４
、
０
０
０
円（
バ
ス
代
、
食
事
代
等
）

※
平
成
19
年
１
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
納
入

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
施
設
の
空

き
状
況
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
照
会
で

き
ま
す

12
月
１
日
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。
24
時
間
い
つ
で
も
ご
家
庭
等

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
空
き
状
況
を
照
会
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
空
き
状
況
照
会
に
は
Ｉ
Ｄ
や

パ
ス
ワ
ー
ド
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

利
用
方
法

①
甲
斐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
左
下
に

あ
る
「
甲
斐
市
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
、「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」

を
開
く

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
「
施
設
予
約
」

を
ク
リ
ッ
ク

③
や
ま
な
し
共
同
利
用
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
施
設
の
情
報
照
会
メ
ニ
ュ
ー

「
施
設
の
空
き
状
況
」
を
ク
リ
ッ
ク

④
地
域
の
中
か
ら
「
甲
斐
市
」
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体

育
施
設
の
空
き
状
況
を
照
会
可
能

そ
の
他
詳
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て

は
、「
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ
と
」
内
の

申
請
、
予
約
サ
ー
ビ
ス
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

な
お
、
施
設
予
約
に
つ
い
て
は
、
直

接
甲
斐
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
竜
王
北
部
公
民
館
、
敷
島
公
民
館

の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

消
費
者
講
座

テ
ー
マ

生
活
設
計
を
考
え
る
〜
金
融
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
知
識
と
選
択
〜

内
容

銀
行
・
証
券
会
社
・
保
険
会
社

な
ど
の
金
融
機
関
が
取
り
扱
う
主
な

金
融
商
品
（
預
貯
金
・
公
社
債
・
株

式
・
投
資
信
託
・
そ
の
他
）
の
特
徴

と
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
金
融

商
品
を
探
す
方
法
な
ど
を
、
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時

12
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

敷
島
総
合
文
化
会
館

講
師山

梨
県
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

満
田
正
明
さ
ん

定
員

80
名

申
込
受
付

12
月
１
日
（
金
）
〜
14
日
（
木
）

（
土
・
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

親
子
緑
の
集
い

（
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
）

ク
リ
ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
を
親
子
で
協

力
し
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催
　

山
梨
県
（
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

・
（
財
）
山
梨
県
緑
化
推
進
機
構

対
象

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時

12
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
　

（
篠
原
７
ー
１
）

定
員

50
組
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

申
込
受
付
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
月
曜
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
２
０
２
０

親
子
の
遊
び
教
室

（
ク
リ
ス
マ
ス
だ
よ
１
・
２
・
３
）

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
親
同
士

の
情
報
交
換
や
交
流
な
ど
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

乳
幼
児
と
そ
の
家
族

日
時

12
月
21
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
北
部
公
民
館
２
階
和
室

内
容

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
親
子
体

操
・
絵
本
の
紹
介
・
助
産
師
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
・
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
な
ど

定
員

30
組
（
完
全
予
約
制
）

講
師

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
「
げ
ん
き
甲
斐
」

参
加
料

無
料

申
込
受
付

12
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

茶
道
教
室

古
来
よ
り
日
本
文
化
と
し
て
楽
し
ま

れ
て
き
た
茶
道
の
歴
史
・
作
法
な
ど
を

学
び
た
い
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

主
催

市
文
化
協
会
茶
道
部

日
時毎

月
第
４
日
曜
日

（
初
回
の
み
12
月
10
日
開
講
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
２
階
茶
室

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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対
象市

内
在
住
の
小
学
生
（
高
学
年
以
上
）

定
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

講
師

市
文
化
協
会
茶
道
部
　

野
　
宗
千
さ
ん

持
ち
物

な
し

受
講
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
野
　

０
５
５
（
２
７
７
）
３
３
４
４

正
月
生
け
花
教
室

お
正
月
は
気
持
ち
も
新
た
に
自
分
で

お
正
月
の
花
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
催

市
文
化
協
会
華
道
部

日
時

12
月
27
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

場
所敷

島
総
合
文
化
会
館
創
作
室

（
講
師
　
佐
藤
和
子
）

双
葉
公
民
館
第
３
研
修
室

（
講
師
　
相
川
弓
子
）

対
象

市
内
在
住
者

（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

定
員

15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
受
付

12
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
希
望
す
る
各

会
場
講
師
に
電
話
で
申
込

参
加
料

材
料
費
２
、
５
０
０
円

持
ち
物

大
き
め
の
剣
山
、
は
さ
み
、

新
聞
紙
、
ゴ
ミ
袋

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
会
場
（
佐
藤
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
８
９
９

双
葉
会
場
（
相
川
）

０
５
５
１
（
２
８
）
２
８
８
２

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
風
林
火
山
」

山
梨
ロ
ケ
写
真
パ
ネ
ル
展

来
年
放
送
予
定
の
「
風
林
火
山
」
は
戦

国
時
代
の
甲
斐
の
国
を
舞
台
に
し
て
い

ま
す
。
そ
の
山
梨
ロ
ケ
の
ド
ラ
マ
制
作

現
場
の
様
子
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。

日
程
・
場
所

12
月
５
日
（
火
）
〜
12
日
（
火
）

甲
斐
市
役
所
竜
王
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

12
月
13
日
（
水
）
〜
19
日
（
火
）

敷
島
総
合
文
化
会
館
ロ
ビ
ー

１
月
10
日
（
水
）
〜
23
日
（
火
）

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

内
容

あ
ら
す
じ
、
人
物
紹
介
、
撮
影

風
景
写
真
パ
ネ
ル
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

秘
書
広
報
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
８

「
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
」設
置
に
つ
い
て

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
で
は
、
食

の
安
全
性
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
ご

意
見
、
ご
質
問
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
窓

口
と
し
て
「
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
主
な
質

問
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
の
形
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
。

「
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
」

０
３
（
５
２
５
１
）
９
２
２
０

０
３
（
５
２
５
１
）
９
２
２
１

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

※
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
食
の
安
全
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
ペ
ー
ジ
へ

お
進
み
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.fsc.go.jp/

平
成
18
年
度
採
用
自
衛
隊
生
徒
・
貸
費

学
生
お
よ
び
２
等
陸
海
空
士
募
集

自
衛
隊
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
・
貸
費

学
生
お
よ
び
２
等
陸
海
空
士
を
募
集
し

ま
す
。

●
自
衛
隊
生
徒

自
衛
隊
の
中
堅
と
な
る
陸
海
空
の
曹

（
部
隊
の
専
門
技
術
者
）
を
養
成
す
る
制

度
で
、
高
校
の
卒
業
資
格
が
取
得
で
き

ま
す
。

資
格

平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
、
中
卒
（
見

込
み
）

受
付
期
間

平
成
19
年
１
月
９
日
ま
で

試
験
日

１
次
　
平
成
19
年
１
月
13
日
　

２
次
　
平
成
19
年
１
月
26
日

〜
29
日
の
１
日

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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合
格
発
表

１
次
　
平
成
19
年
１
月
22
日

２
次
　
平
成
19
年
２
月
20
日

●
貸
費
学
生（
技
術
）

大
学
（
大
学
院
を
含
む
）
で
理
学
、
工

学
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
で
、
卒
業

（
修
了
）
後
そ
の
専
攻
し
た
学
術
を
生
か

し
て
自
衛
隊
に
勤
務
す
る
意
思
を
持
つ

者
に
対
し
、
学
資
金
を
貸
与
す
る
制
度

で
す
。

資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
19
年

４
月
１
日
現
在
、
理
学
部
・
工
学
部

（
専
攻
学
科
の
指
定
あ
り
）
の
第
３
年

次
、
第
４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士

課
程
に
在
学
す
る
者（
年
齢
制
限
あ
り
）

受
付
期
間

12
月
１
日
〜
平
成
19
年
１
月
19
日

試
験
日

平
成
19
年
２
月
４
日

合
格
発
表

平
成
19
年
４
月
下
旬

●
２
等
陸
海
空
士

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間

通
年

試
験
日

12
月
11
日
、
平
成
19
年
１
月
26
日
予
定

試
験
科
目

筆
記
・
口
述
試
験
、
作
文
、
適
正
検

査
、
身
体
検
査

採
用
日

平
成
19
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

中
央
市
に
新
し
い
公
園（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

が
で
き
ま
す

中
央
市
町
之
田
地
内
に
建
設
中
の
、

中
巨
摩
地
区
第
二
公
園
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

が
平
成
19
年
１
月
に
完
成
し
ま
す
。

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
サ
ッ
カ
ー

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
　

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
　

０
５
５
（
２
７
３
）
６
４
７
９

甲
斐
市
広
報
誌
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フ
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メ
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シ
ョ
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●年末年始の休館日のお知らせ
12月29日（金）～平成19年１月３日（水）は、お休みさせていただ
きます。なお、平成19年６月分の施設使用受付開始日は、１月４日
（木）です。

●柄本明一人芝居「煙草の害について」
大河ドラマ「功名が辻」で豊臣秀吉を
熱演した柄本明が甲斐市で公演します。
日　時 12月９日（土）

午後６時開場　午後６時30分開演
入場料 全席指定　前売り券2,000円　

当日券2,500円　未就学児の入場は不可。
※チケットはふれあい文化館事務室および、各プレイガイドで販売
中です。

●「第２回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会」
カラオケ自慢の甲斐市の方々が自慢の歌声を競います。
みなさんの温かいご声援と、たくさんの方のご来場をお待ちして
います。
日　時 平成19年１月28日（日）午後１時開演　入場無料
主　催 第２回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会実行委員会
※出場者の募集は締め切りました。

●「ＫＡＩふれあいステージ２００７」出演者募集
ふれあい文化館では甲斐市内に在住のアーティストを支援・サポ
ートするためにホールの舞台を開放し、ふれあいステージを開催し
ます。プロ・アマは問いません。ご応募お待ちしております。
日　　時 平成19年２月25日（日）午前９時30分開演予定　

入場無料
応募資格 甲斐市に在住する小学生以上の人および甲斐市の団体　

（小・中学生および高校生は保護者の同意が必要です。）
募集組数 20組（応募多数の場合は厳正なる抽選の上、結果を連絡

します。）
応募種目 ジャンルは問いませんが、内容については、簡単な審査

をします。
出演時間 １組準備から片付けまで15分以内とします。
参 加 料 無料
応募方法 市内各公民館、ふれあい文化館事務室に設置してある応

募用紙に必要事項を記入の上、
〒407－0105 甲斐市下今井230
甲斐市双葉ふれあい文化館事務室まで、持参または郵送　　
（当日消印有効）してください。

募集期間 12月１日（金）～平成19年１月10日（水）
受付時間は午前９時～午後５時

■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室
0551（20）3660



30

甲
斐
市
広
報
誌

イ
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フ
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ョ
ン

中
部
横
断
道
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
ま
す
ほ

12
月
16
日
に
開
通
す
る
、
中
部
横
断

自
動
車
道
増
穂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
12
月
10
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

会
場

南
巨
摩
郡
増
穂
町
の
中
部
横
断
自

動
車
道
本
線
上
（
増
穂
Ｉ
Ｃ
〜
南
ア
ル

プ
ス
Ｉ
Ｃ
区
間
）
お
よ
び
甲
西
道
路
上

※
来
場
者
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の
間
、

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

内
容

サ
イ
ク
リ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
（
参
加
自
由
）、
郷
土
芸
能
・
太
鼓

の
演
奏
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

（
甘
酒
・
ゆ
ず
湯
・
餅
）、
特
産
品
販

売
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
（
フ

ァ
フ
ァ
遊
具
）、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…

増
穂
町
建
設
課
　

０
５
５
６
（
２
２
）
７
２
０
３

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ツ
ア
ー

内
容

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
観
覧
後
、

天
体
観
測
室
の
望
遠
鏡
を
使
っ
て
月

や
惑
星
・
星
雲
・
星
団
な
ど
を
観
測

し
ま
す
。

日
時

12
月
８
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
は
午
後
６
時

30
分
ま
で
の
入
場
と
な
り
ま
す
。

定
員

な
し
（
ど
な
た
で
も
参
加
自
由
）

場
所

ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
･
天
体
観

測
室
・
展
望
テ
ラ
ス

参
加
料

無
料

参
加
方
法

ス
ペ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い

そ
の
他

天
候
不
順
の
場
合
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
観
覧
の
み

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
立
科
学
館

０
５
５
（
２
５
４
）
８
１
５
９

年末・年始における犯罪および事故防止（特別警戒取締り）
毎年、年末・年始になりますと大切な財産を狙う、すり、ひったくり、空

き巣等の窃盗事件や金融機関・深夜スーパー（コンビニエンスストアー）等を
対象とした強盗事件等が多発します。
県警察では、こうした犯罪の発生を防止するため、12月１日（金）から平成

19年１月７日（日）まで「年末・年始特別警戒取締り」を実施し、
・各種事件・事故防止のための警戒活動
・防犯協会等各種防犯団体と協力しての防犯診断・特別パトロ－ル
などを強化します。年末は何かとあわただしくなりがちです。日常生活に隙
が生じないように家庭や職場、地域ぐるみで自主防犯意識を高め、犯罪の被
害に遭わないように心がけましょう。

１月10日は１１０番の日です
警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期解決を目的として
「１１０番　地域を守る　ホットライン」

を合い言葉に、県民の皆様に広く１１０番通報の協力をお願いしています。
１１０番通報は、携帯電話、一般加入電話などから「１１０」とダイヤルす

ると県内どこからでも警察本部の通信指令室につながります。通信指令室で
は、担当の警察官が、「いつ」「何処で」「何が」「犯人は」「負傷者は」「あなたの住
所、氏名」などをお尋ねしますので、落ち着いてお話しください。
なお、いまだに多くのイタズラ・間違い電話があります。イタズラ電話は、

緊急の事件・事故等の通報に大きな支障をきたすので絶対にやめましょう。
また、相談ごと等は、最寄りの警察署、交番、駐在所または警察本部総合

相談室「＃９１１０」におかけください。

年始における運転免許の更新
年末は、12月28日（木）まで、新年は、１月４日（木）から業務開始となり

ます。年末年始の12月29日（金）から１月３日（水）の間は、運転免許業務を
行っていません。これにより、運転免許証の有効期限末日が12月29日から
１月３日の間になっている人は、１月４日（木）まで有効期限が延長されます。
１月４日を過ぎると運転免許証は失効します。失効状態で運転すると無免許
運転となりますので、必ず１月４日（木）までに更新手続を行ってください。
毎年、新しい年の業務開始日は、多くの更新者で大混雑します。更新期間

は「誕生日の前後１か月」となっています。余裕のある人は、12月28日以前
か、１月５日以降の更新をお勧めします。

県民の警察官として表彰されました
県民の安全を守るために日夜活躍している山梨県警察

官の中から顕著な貢献をした人が選ばれる、第25回県民
の警察官に、韮崎署登美駐在所長の中村直明警部補が選
ばれ表彰されました。
中村警部補は、3年前から現在の登美駐在所に勤務し

ています。地元のふれあい連絡会員と連携して新入学児
童の安全指導・交通教室を開催したり、バイクでパトロ
ールをするなど、地域に密着した治安維持活動を推進し
ています。

中村直明 警部補



せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定
枝を粉砕処理します。
◎玉幡中学校北側の市有地
日程
12月は次の日をお休みとさせてい

ただきます。
毎週金曜日、祝日（23日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
12月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日

年末年始休業日　
平成18年12月29日～19年１月３日

受入時間 午前9時～正午、午後1時～午後4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付
いた物、および草・竹等は受入しませんので注意
してください。
＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来
ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限

り無料で差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取り

に来ていただいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参し

て、係員の指示に従ってください。

平成17年10月１日に施行された「山梨県生活環境
の保全に関する条例」において、アイドリング・スト
ップが義務化されました。
○「アイドリング・ストップ」ってなに
不必要なときに自動車のエンジンをかけっぱなし

（アイドリング）にしないことです。
エンジンをかけっぱなしにすることで多量の排気

ガスが空気中に飛散します。このとき温暖化ガスも
多量に排出されてしまいます。
○誰がどんなことを守らなければいけないの
・自動車を運転する人：アイドリング・ストップ
・事業者：アイドリング・ストップの周知や指導
・駐車場管理者：アイドリング・ストップの周知
○どんなときにアイドリング・ストップしなければ
いけないの
自動車を「駐車」（道路交通法上の駐車）している間

です。

例えば･･･
・駐車場などで誰かを待っている
とき
・荷物の積み下ろしで５分以上停車
するとき
・サービスエリアなどで休憩したり、

仮眠をとるとき
※信号待ち、電車の通過待ちのために停車

する場合などは義務対象となりません。
※違反措置のない義務規定です。
○例外規定について
人命・災害に関わる緊急な場合などは駐車中でも

エンジンをきる必要はありません。
例えば･･･
・救急車やパトカーなどの緊急時自動車が、緊急用
務に使用されているとき

・保冷貨物自動車、クレーン自動車、コンクリート
ミキサー車など、エンジンを稼動していないと使
用できなくなってしまう特殊な機能を使用してい
る場合

○暖機運転は短めに
寒い朝は暖機運転を長くしがちですが、最近の車

はほとんど暖機しなくても大丈夫なように作られて
います。
３分間の暖機運転で約100ccのガソリンを消費す

ると言われています。ガソリンを節約するためにも、
暖機運転は短めを心がけましょう。
アイドリング・ストップは身近にできる地球温暖

化防止活動の１つです。ほんの５秒のアイドリン
グ・ストップでも省エネ効果があります。
美しい地球環境を守るため、一人ひとりができる

ことから始めてみましょう。

アイドリング・ストップにご協力を
浄化槽の適切な管理をしましょう

浄化槽は微生物の働きを利用して汚水を浄化
する装置です。人間と同じように日頃から健康
管理を行い、微生物が活動しやすい環境を保つ
ように維持管理をする必要があります。
このため、年１回以上の清掃と保守点検が、

浄化槽法で管理者に義務付けられています。
維持管理を行わないと、浄化槽の機能が低下

し、河川汚濁や悪臭の発生など、地域の環境汚
染の原因となります。また、故障箇所などを早
期に修理しないと余分な費用がかかることにな
ってしまいます。
■問い合わせは…
山梨県浄化槽協会　　　　　 055（232）2762
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113
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●収集日・指定時間を守ってください
収集日でない日や指定時間以外にごみを出され

ると周囲の方々が迷惑します。ごみは指定された
日の指定時間までに出してください。
なお、ごみ収集日程につ

いては、お住まいの地区に
より収集日等が異なります
ので、自治会を通じて配布
しました「甲斐市ごみ収集
カレンダー」で確認してく
ださい
※お手元にごみ収集カレン
ダーがない人は、各庁舎に
用意してありますのでご利
用ください。
●指定袋を使用してください
最近、指定ごみ袋をマジックで訂正し、ごみ袋

を変更して出されるケースが見られます。指定ご
み袋の変更や指定ごみ以外の袋で出された場合は

回収いたしません
ので、もえるごみ、
もえないごみは、
指定された袋を必
ず使用し、出して
ください。

年末は、大掃除などに伴い大量のごみが出るこ
とが予想されます。処理施設が休業になりますの
で、各地区の収集日程表を確認の上、早めに出し
てください。
なお、敷島地区資源リサイクルステーションに

ついては、次のとおりとなります。
年末は12月29日（金）午後４時まで受け入れし、

年始は１月４日（木）午前８時30分から開始します。

ごみの不法投棄について、国は法律の規制（５
年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金）を強
化し、市では30名の不法投棄監視員と職員による
巡回、警告看板や監視カメラの設置など対策を講
じています。しかし、一部の心ない人たちによる
市内の道路、河川敷、空き地などへのごみの不法
投棄は、依然として後を絶たないのが現状です。
ごみの不法投

棄をなくすため
には、市民のみ
なさんの協力が
不可欠です。ご
みは一旦捨てら
れた場所や特に
管理の不適切な
場所に繰り返し
捨てられる傾向があります。空き地などを所有・
管理する人は、ごみを捨てられないよう定期的に
点検し、雑草の除去、捨てられたごみの撤去など
適正な管理に努めてください。
なお、捨てられたごみは、土地の所有者・管理

者に撤去していただいております。

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

●
ふ
ん
を
放
置
し
な
い
で

犬
の
散
歩
時
に
ふ
ん
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
犬
の

ふ
ん
が
不
衛
生
な
だ
け
で
な
く
、
人
の
健
康

を
害
す
る
寄
生
虫
の
卵
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。散
歩
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、

小
さ
な
袋
と
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
、
ふ
ん
を
片
付

け
る
道
具
を
一
緒
に
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ト
イ
レ
は
家
で
さ
せ
る
よ
う
し
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
お
し
っ
こ
も
要
注
意

電
柱
や
壁
な
ど
同
じ
場
所
に
自
分
の
テ
リ

ト
リ
ー
を
誇
示
す
る
た
め
に
お
し
っ
こ
を
か

け
る
の
は
犬
の
習
性
で
す
が
、
お
し
っ
こ
も

悪
臭
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
金
属
製
の
柱
で

は
、
そ
こ
が
錆
び
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
水
を
携
帯
し
、
お
し
っ

こ
の
後
を
流
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
リ
ー
ド
を
つ
け
て

散
歩
の
際
に
は
、
必
ず
リ
ー
ド（
引
き
綱
）

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
市
街
地
を
散
歩
さ
せ

る
と
き
に
は
、
飼
い
主
の
横
か
ら
離
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
リ
ー

ド
は
短
く
持
っ
て
、
犬
が
他
人
に
飛
び
つ
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
や
幼

児
が
通
る
と
こ
ろ
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
犬
は
自
分
よ
り
弱
い
も
の（
小
さ
い
も

の
）に
飛
び
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年末年始のごみ収集について

ごみの不法投棄は早期発見
早期対応により被害防止

あなたが出したごみ
迷惑をかけていませんか…
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●運動教室
生活習慣病予防のため、

ご自身の生活改善をしたい
と思っている人を対象に運
動教室を実施します。
対象者　高血圧、肥満、糖尿
病、高脂血症など何らかの
異常があり運動の必要な人

各健康教室終了者（糖尿病教室、ヘルシー教室等）
で引き続き食事、運動等の相談を希望される人
内　容 3B体操・健康相談
日　時 12月15日（金）午後１時30分～３時
場　所 竜王保健福祉センター
＊運動のできる服装でお出かけください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運

動をおこなうための、健康運動指導士による指導
を行います。運動器具等を使っての安全で適切な

指導をします。
日　時 12月５日（火）・19日（火）午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要。
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制となりますので、希望日をご連絡
ください。

②水中ウォーキング
集団で行なう水中ウォーキング教室を受講でき

ない次の人を対象に、個別運動指導を行います。
指導は予約制です。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住で次の人

・病院などに通っていて、運動を勧められ
るが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受
けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用
の補助はありません)が必要な場合もありま
す。
聞き取りの上、予約制になります。

■申し込み・問い合わせは…
敷島保健福祉センターに直接(月曜日休館)
055（277）7311

1

●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることができるように、介護予防を中心に様々なテーマで健康教室

を 開催します。対象者は、興味関心のある人どなたでも。

●脳のいきいき教室
甲斐市では、市内4か所に在宅介護支援センターを委託し、次のとおり市と共催で認知症予防のための

教室を開催します。対象者は、興味関心のある人どなたでも。
テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）

脳のいきいき講座
～そなえあれば、うれいなし～ めぐみ荘　看護師　丸山　純子

めぐみ荘在宅介護支援センター職員

～物忘れなどの予防教室～
特別養護老人ホーム　南岳荘 ケアマネージャー　松永　絹子
グループホーム「めだかの学校」ケアマネージャー　鈴木　千春

12月２日（土）
午後１時30分～３時

竜王新町下公民館
竜王新町322-2

めぐみ荘在宅介護支援センター
055(278）0881

12月16日（土）
午後１時30分～

金剛地公民館
宇津谷4943-2

「ひかりの里」双葉
在宅介護支援センター
0551(28）5545

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ　やまなし 音楽療法士　青柳　伸二

12月19日（火）
午後２時～
３時30分～

竜王北部公民館
篠原2600

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

●介護予防教室
甲斐市では、市内４か所に在宅介護支援センターを委託し、次のとおり市と共催で介護予防のための

講座を開催します。対象者は、興味関心のある人どなたでも。

テ　ー　マ　・　講　　師 日　　　　時 場　　　所
楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 12月７日（木）午後１時～１時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

食生活・栄養について　塩分を気をつけていても落とし穴が
～もう一度確認してみませんか?～　佐野栄養士 12月14日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 研修室

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本３Ｂ体操協会公認指導者　山田　富士枝 12月21日（木）正午～午後０時30分 百楽泉 多目的ホール

お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事　牛山　京子 12月22日（金）午後１時～１時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

テーマ・講師 日時 場所 問い合わせ（委託先）

介護予防教室
「転倒骨折を予防するために自宅でできる体操」

講師　理学療法士
12月５日（火）
午後１時30分～３時

東町公会堂
中下条1668

在宅介護支援センター敷島荘
055(277）8818



●麻しん、風しんの予防接種および経過措置について
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、4月より

麻しん・風しん予防接種が混合ワクチンとなり、接種回数も２回接種
となりました。対象年齢については、第１期（１回
目）12か月から24か月未満の人、第２期（２回目）
５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの
人（いわゆる年長児）です。
なお、６月より再度一部改正があり麻しん・風し

ん単独予防接種についても定期予防接種と定められ
ました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ接種し
ている人、またはどちらか片方の病気にかかってし
まった人はそれぞれ単独の予防接種を受けることが
できます。
＜Ｈ19年３月31日までの経過措置＞
対象年齢外（２歳以上７歳６か月未満の人で第２期の対象とならない人）の内、麻しんおよび風しんと

もに未接種の人、どちらか片方のみ接種（または病気にかかった）の人について平成19年３月31日まで
の間、経過措置を行い公費負担で接種できます。対象となる人は医師と相談の上、接種を行ってください。
接種方法等不明な点は問い合わせ先までご連絡ください。
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●第２期二種混合予防接種について
第２期二種混合予防接種は、乳幼児期に第１期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第２期と

して二種混合予防接種を行なうことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了してい
ない場合は、今回の接種を受けても効果が期待できないことがありますので、問い合わせ先までご相談く
ださい。
対 象 小学６年生（なお、13歳未満の人でまだ接種を行なっていない人についても接種可能です）
持ち物 母子健康手帳、保険証 接種医療機関 市内指定医療機関
接種方法 １週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口に設置され

ています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。

●予防接種指定医療機関
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●母と子の栄養教室
子どもの頃から正しい食習慣を身につけることは大切です。親子で料理をしな

がら食事の大切さを考えてみましょう。
なお、３月にも予定しています。
対　象 小学生の親子

開催日時 開催場所 定　員

12月16日（土）午前9時20分～正午 敷島保健福祉センター 15組（定員になり次第締切）
1月6日（土） 午前9時20分～正午 竜王保健福祉センター 21組（定員になり次第締切）
1月28日（日）午前9時20分～正午 竜王北部公民館 15組（定員になり次第締切）

■申し込みは…健康増進課（敷島庁舎1階） 055（277）4735

2

●高齢者等インフルエンザ予防接種
対　象　１）市内に住所を有する65歳以上の人

２）市内に住所を有する60歳～64歳の人であって、心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人

接種期間 10月１日～平成19年１月31日 接種医療機関 市内指定医療機関
自己負担 1,000円 持ち物 保険証または老人医療受給者証
接種方法 希望する指定医療機関に予約をし、接種を行なってください。予診票は各指定医療機関の窓

口に設置されています。対象者のうち、生活保護世帯の人は接種費用の助成があります。健
康増進課または各地域課窓口にて申請を行なってください。なお市外医療機関を希望する人
は、料金等お問い合わせください。

●健康づくり体験学習会
日頃の生活習慣を見直し、元気で楽しく生活できるよう健康についてみなさんで考えてみませんか。講

習および調理実習を通じた体験学習の講習会です。
講習会修了者には、「ヘルスサポーター21登録証」を差し上げます。

対　象　健康に関心があり地域で実践する意欲のある人
日　程 12月６日（水） 場　所 竜王保健福祉センター
定　員 30名（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●乳幼児予防接種について
集団予防接種は混雑を避けるため会場を分けて

いますが、都合がつかない場合は、他の会場で受
けることも可能です。

集団予防接種受付時間
竜王保健福祉センター 午後１時30分～２時30分
敷島保健福祉センター 午後１時～１時50分



●人間ドック受診申し込み
申込期間 12月1日（金）～６日（水）
対 象 者 40歳以上の人※社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地域

課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉
庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。受診
券を発行します。申し込みの際に委託医療機
関から受診医療機関を選んでいただきます。

※総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なりま

す。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担金は約6,000円～8,000円です。
（オプションは自己負担です）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府市
医師会健康管理センター、中沢クリニック、
竜王リハビリテーション病院、竜王共立診療
所、赤坂台病院

※医療機関への受診予約は、受診券の発行後になり
ます。今年度の申し込みは12月で終了になります。
受診期間は12月31日（日）までです。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習

慣を改善することが一番大切です。
生活習慣を見直し、改善に努め、より健康な生活

が送れるよう役立てていただくために結果説明会を
おこないます。
竜王･双葉地区

敷島地区

受付時間
①午前９時30分～10時
②午後１時30分～２時
対象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。ただし、
変更する日は指定された日以降になります。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●献血にご協力をお願いします。
次の日程で献血を実施しますので、みなさまのご

協力をお願いします。
特に、冬場は血液が不足しますのでよろしくお願

いします。
日時 12月25日（月）午前9時30分～11時30分

午後0時30分～3時30分
会場 竜王北部公民館前
主催 甲斐市　
協力 甲斐市商工会、竜王ライオンズクラブ
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●不妊治療費助成事業について
市では、平成18年４月から新規事業として、

不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治
療（体外受精および顕微受精）については、１
回の治療費が高額で経済的負担が重いため、そ
の軽減を図ることを目的として、費用の一部を
助成します。
（対象者）
１．夫婦のどちらかが申請時に１年以上継続し

て甲斐市に住所を有していること
２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療
（体外受精および顕微受精）以外の治療法に
よっては妊娠の見込がないかまたは極めて
少ないと医師に判断された夫婦であること

３．夫婦の所得合計額が650万円未満であること
※所得額は児童手当における所得計算方法を
準用します。

（助成額）
１年度当たり10万円を限度に通算２年間
（手続き）
治療が終了した日から起算して１年以内に申請
書等を市に提出する。
なお、平成18年４月１日以降に開始された

治療であること。
※申請に必要な書類はお問い合わせください。

説明会日 受付時間 場　所

12月04日（月）

12月07日（木）

12月13日（水）

12月19日（火）

①

①

①

①

竜王保健福祉センター

双葉保健福祉センター

竜王保健福祉センター

竜王保健福祉センター

竜王・双葉地区

で健診を受けて

結果をまだ取り

にきていない人

健診受診日

説明会日 受付時間 場　所

12月08日（金）

12月11日（月）

12月18日（月）

12月26日（火）

①

②

①

②

敷島保健福祉センター

敷島地区で健診

を受けて結果を

まだ取りに来て

いない人

健診受診日



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳

児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　※普段使用して
いるもの）

◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：12月07日（木）双葉保健福祉センター

：12月13日（水）竜王保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情

報交換ができる教室です。
受　付 午後１時15分～１時30分（教室 午後１時30分～４時頃）
持参するもの 母子健康手帳、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイ

ズで妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持参するもの 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参して

ください。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行なっています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。
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